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要 旨
本研究で は ， 芳香浴剤 ， 薬用 入浴剤使用 時の 温湯
足浴 と ， 水道水温湯足浴 時 と の皮膚温の経時的変化
に つ い て 検討 し た 。 同 一条件 の も と 被検者の 芳香浴
剤 群 4 例 ， 薬用 入浴剤群 4 例 ， 水道水温湯群 8 例 に
43℃ ， 20 t の温湯 を 使用 し ， 坐位15分間 の 足 浴 を 実
施 し た 。 足浴前 ， 足浴直後， 5 分後， 10分後 ， 20分
後 ， 60分後 に サ ー モ グ ラ ム を 撮影 し 3 群 間 で同 温 度
領域 の 面積重量別比較 を 行 っ た 。 ま た ， 同 時 に 血圧 ，
脈拍 ， 呼吸 ， 体温， 心電 図 を 測定 し た 。 33 ℃ 以 上 の
皮膚温度領域の 面積重量 の比較 に お い て ， 各群 間 の
経時的変化で は ， 薬用 入浴剤群が水道水温湯群 ， 芳
香浴剤 群 に 比べ てω分後 に お い て 有 意 に 高 く 保温持
続効果が認め ら れ た 。
は じ め に
温湯足浴 （ 以下足浴 と す る ） は ， 入浴で き な い 患
者の清潔 の保持 ， 感染防止 を 目 的 に 広 く 臨床で行 わ
れて い る 1 I 2 10 ま た 足浴 は ， 爽快 感 や 安 ら ぎ を も た
ら す こ と か ら ， リ ラ ク セ ー シ ョ シ や 入 眠 を 促す 目 的
と し て も 実施 さ れて い る 。 歴 史 的 に 見 る と ， 大 関 2 1
の報告 で は 看護実地法 に お い て ， 明 治 時代か ら 行 わ
れ足浴 の具体的 方法が述べ ら れ て い る 。 大関 に よ れ
ば， 感 冒 時 の 発汗 目 的 と し て ， ま た 頭痛 の激 し い と
き に は 治療 目 的 に 使用 さ れ て い た 。 ま た 欧州、｜ で は ，
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紀元前 か ら 行 わ れ， 現在 に お い て も 健康維持法の ー
っ と し て 家 庭 内 で 日 常的 に 行 な わ れ て い る 。 こ れ は ，
下肢 の血流循環 を 改善 し 一 日 の 疲 れ を 癒す こ と に 主
目 的 が置かれて い る 。 看護の 領域 に お け る 研究 は 足
浴の リ ラ ク セ ー シ ョ ン 効 果 3 ） や ， 足 浴時 間 と 湯 の 温
度 刊 に 関す る も の ， 足浴が睡眠 に 及 ぼす影 響 5 ） 温湯
に ひ た す部位 と 足浴 の姿勢の条 件 な どの足 浴方 法 に
及 ぼす 影響 6 ） な ど に つ い て の報告があ る 。 し か し ，
芳香浴剤や薬用 入浴剤 を 使用 し た 足浴 と そ の経時的
保温持続効果 に つ い て の報告 は 少 な い。
今回 ， 芳香浴剤 ， 薬用 入浴剤 の温湯使用 に よ る 足
浴の加温特性 と 保温持続効果 に つ い て 比較検討 し た
の で報告す る 。
対象 と 方法
若年成 人22歳か ら 24歳 （ 平均21 .6歳 ） の 健 康 な 女
性 8 人 に研究 目 的 ， 方法 を 提示 し 同 意が得 ら れた う
え で実施 し た 。 室温お よ び湿度 は 24℃ ， 55% と 一 定
に 管理 し た 。 43℃ の水 道水温湯20 £ （ 以下 温湯 と す
る ） に 芳香浴剤 と し て ， ラ ベ ン ダ ー （ 1 例 ） ， ヒ ノ
キ ( 1 例 ） ， ヒ パ （ 1 例 ） ， イ ラ ン イ ラ ン （ 1 例 ）
（ 各芳香浴剤 は フ レ グ ラ ン ス ジ ャ ー ナ ル 社 よ り 購 入
し た ） を 各0.5ml を 温湯 に 混注使用 し た 。 薬 用 入 浴
剤 は ， 硫酸ナ ト リ ウ ム タ イ プ の 富 士 の 湯 （ 1 例 ） ，
山代の湯 （ 1 例 ） ， 炭酸 ガ ス タ イ プ の 蝦 夷 の 湯 （ 1 
例 ） ， ペパ ー ミ ン ト の湯 （ 1 例 ） を 同 様 の 温湯 に 各
2.5gを 溶解 し 使用 し た （ 各薬 用入浴剤 は ツ ム ラ よ り
購入 し た ） 。 被験者 は ， 実 験 開 始30分前 か ら ， 温熱
刺 激及 び寒冷刺激 を 受け て い な い こ と を 確認 し ， ま
た ， 運動直後， 心理的興奮， 尿意 の 有無 を 確 認 し た
後 に 施行 し た 。 芳香浴剤 と 薬用 入浴剤 の足 浴側 の 同
一対象者 の 反対側 を コ ン ト ロ ー ル温湯足浴群 と し て
比較 し た 。 足浴方法は， 坐位で行 な い ， 15分 間 の 足
浴後 に 臥床位 と し ， 足浴前 の 臥床位 ， 直後 ， 5 分 後 ，
10分後， 20分後 ， 60分後 に サ ー モ グ ラ ム を 撮 影 し た 。
ま た 同 時 に パ イ タ ルサ イ ン ， 心電図 を測定 し た 。 サ ー
モ グ ラ ム に は 高 感 度 赤 外線放 射温 度 計6T66 （ 日 本
電気 ） を 使用 し ， 同温度領域 の型紙 を 採取 し ， そ の
面積重量 （g） と し て 比較検討 し た 。 群 別 の 解 析 に
は 分散分析 Bonferroni/ Dunn 法 を 用 い た 。
結 果
I . 芳香浴剤 ， 薬用 入浴剤 の種類 別比較
芳香浴剤 の種類別比較で は ， そ の加温領域が異 な
る 傾 向 が見 ら れ， 直後か ら 20分後 ま で は ， 他 の 3 芳
香浴剤 に比較 し て イ ラ ン イ ラ ン が33℃ 以上 の 皮膚 温
度領域 の 面積 （重量 ） が広 く ， ヒ バ に お い て は ， 10
分後か ら 33℃ 以上 の 皮膚温度領域 の面積 （ 重量 ） は
認め ら れ な く な っ た 。 ま た ， 60分後 に お い て は ， ヒ
ノ キ に お い て保温持続効果が高 い傾 向 に あ っ た （ 図
1 ） 。
薬用 入浴剤 の種類別比較で は ， 硫酸ナ ト リ ウ ム タ
イ プの 富士の 湯が60分後 ま で全て の 時点 に お い て ，
他の 3 種類 に 比較 して保‘温持続効果の高い傾向 に あ っ
た （ 図 2 ） 。
II . 群 別 の加温領域の経時的変化
芳香浴剤 4 例 ， 薬用入浴剤 4 例 を そ れぞれの 群 と
し て 平均値 を 求め ， コ ン ト ロ ー ル温湯群 と の 各群 間
に お け る 経時的変化を 比べ る と 33℃以上の平均皮 膚
温度領域の 面積 （ 重量 ） に お い て ， 印分後 に お い て
薬用 入浴剤群が有意 に 広域 を 示 し ， 保温持続効果 が
高 か っ た （ 図 3 ） 。 34℃ 以上 の 平 均 皮 膚 温度 領 域 の
面積 （重量） に お い て も ， 5 分後 ， 10分 後 ， 20分 後
で芳香浴剤群， 温湯群 に対 し て 薬用 入浴剤群が広 い
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図 1 . 芳香浴剤 の33℃以上の皮膚温度 領 域 の 面 積 重 量
の経時的変化
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図 2 . 薬用 入浴剤 の33℃以上の皮膚温度 領 域 の 面積 重
量 の経時的変化
60 20 10 直後前
図 5 . 足浴前後の血圧 ， 脈拍 の経時的変化
皿 ． 血圧 ， 脈拍 ， 呼吸， 体温， 心電 図 の 変化
全症例 に お い て ， 血圧 ， 脈拍 は ， 足浴前 と 比較 し
て 10分以後で下 降す る 傾 向 に あ っ た （ 図 5 ） 。
I . 芳香浴剤 の種類別比較
芳香浴剤 の種類別比較 で は ， こ れ ら 4 種類 は い ず
れ も ， 神経系統への鎮静効果， 血圧 降下作用 と い う
共通性 を 有す る 非水溶性芳香浴剤 と し て 比較検討 に
用 い た が， 今回 の 各 1 例 の芳香浴剤 の種類別比較 で
は ， イ ラ ン イ ラ ン に お い て20分後 ま で は保温持続 効
果が高 い傾 向 に あ り ， 印分後で は ， ヒ ノ キ に 保温持
続効果 の 高 い こ と を 認め た 。 イ ラ ン イ ラ ン は， リ ラ ッ
ク ス 効果が期待 で き る 精油 の 一 つ で神経系統 に対 し
て ， 鎮静効果や 血圧 降下作用 があ る た め に ， 不 安 症
や 緊張状態 の と き や ， 血圧 が高 い場合 に 用 い ら れ 7 に
ま た ヒ ノ キ は そ の 主成分で あ る セ キ ス テ ン ペ ル類の
経皮吸収促進効 果が考 え ら れ る 。
ま た ， ヒ ノ キ の フ ィ ッ チ ン ト ン 成分 は森林浴効果
成分8 ） と し て 知 ら れ て い る こ と や ， 日 本人好み の 香
り で あ り ， 自 然感 と い う 基準 で見 る と ， 他 の芳 香 浴
剤 と 比較 し て 一番 自 然感 に 富み 9 ） 今後温湯足浴剤 と
し て検討す る 必要があ る 。
次に 保温持続効果 の認め ら れ た ラ ベ ン ダ ー は ， さ
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図 4 . 3 群 に お け る 34℃ 以上の平均皮 膚 温度 領 域 の 面
積重ー量の経時的変化
20 直後前
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剤 で あ り ， 心臓機能 に 対 し て も 鎮静， 強壮作用 を 示
し ， 血圧 を 下 げ る な どの報告があ る 7 ） 。 ラ ベ ン ダ ー
の温浴 あ る い は 足浴 に は リ フ レ ッ シ ュ 効 果， リ ラ ッ
ク ス効果が報告 さ れ， い ろ い ろ な ケ ー ス に 臨床応 用
さ れ， 特 に 心 身 の疲 れ を 癒す効 果 に優れ て い る と 言
わ れ て お り 7 ) ＇ イ ラ ン イ ラ ン ， ヒ ノ キ と 合 わ せ て 今
後検討す る 必要があ る 。
II . 薬用 入浴剤 の種類別比較
白 倉 I 0 ） の研究 に よ る と 硫酸 ナ ト リ ウ ム 温泉 浴 は
水道水温湯浴 に 比較 し て ， 皮膚血流量増加が持続 し ，
経時的保温効果が優 れ て い る と の報告があ り ， 今 回
の研究 に お い て も 同 様の結 果が得 ら れた 。 こ の こ と
は ， 硫酸 ナ ト リ ウ ム タ イ プの 薬用 入浴剤が表皮 の 蛋
白 ， 脂肪 と 結 合 し ， 特 に 出 浴後水分蒸発 と と も に そ
れが薄膜 を 形成 し体熱放散 を 防止す る 皮膚被覆作用
や皮下組織微小循環の刺激 に よ る と 考 え ら れ， そ の
効果 は 富士 の湯 に 最 も 認め ら れ た 。 ま た 同 群 の炭酸
ガス タ イ プ の薬 用 入浴剤 に も ， 硫酸 ナ ト リ ウ ム と 同
様の効果があ り ， 加 え て ガス 体 と し て 皮膚 を 通過 し ，
血管拡張作用 を 示す と 言 わ れて い る こ と か ら も 保温
持続効果が高 い と 考 え ら れ る 。 薬 用入浴剤 の 2 種 類
の比較で は ， 硫酸 ナ ト リ ウ ム タ イ プの薬用 入浴剤富
士の 湯 に お い て ， 特 に 経時的保温持続効果が高い 傾
向 に あ る が， そ の差異 に つ い て は ， 今後症例数 を 増
や し 検討 し た い 。 薬用 入浴剤 の 皮膚 か ら の浸透効 果
に つ い て も 今後の課題 と し た い 。
皿 ． 群別の加温領域 の経時的変化
3 群 聞 を 比較す る と ， 60分 ま で の経時的保温持続
効果 で最 も 優れ て い る の は ， 薬用 入浴剤群で あ り ，
次いで芳香浴剤群 で あ る 。 特 に 薬 用 入浴剤群 に お い
て は ， ω分後 に お い て ， 33℃ 以上 の 平均皮 膚 温 度 領
域の面積 （重量 ） に お い て ， 著 し く 広域 を 示 し て い
る 。 コ ン ト ロ ー ル温湯群 に お い て は ， 直後 に お い て
は他の 2 群 と 殆 ど差が な いが， 5 分後， 10分 後 ， 20
分後 と 順次減少 し て お り ， 60分後で は ， 33 ℃ 以 上 の
平均皮膚温度領域 の 面積 （重量） が最 も 少 な く な っ
た 。 ま た ， 芳香浴剤群 の効 果 は ， コ ン ト ロ ー ル 温湯
群 の効果 と ほ ぼ同 じ 効 果で あ っ た が， イ ラ ン イ ラ ン
あ る い は ヒ ノ キ に ， 他の 2 種類 に 比較 し て 将来的 に
温湯足浴剤 と し て の 期待が持 て る か も し れ な い。
N . 血圧 ， 脈拍 ， 呼吸， 体温， 心電 図 の 変化
今回 ， 全症例 に お い て ， 血圧 ， 脈拍 は ， 足 浴 前 と
比較 し て 10分 間経過以後で下 降す る 傾向 に あ っ た 。
こ の こ と は ， 足浴 に よ り ， 皮膚温が上昇 し た こ と か
ら ， 皮膚血流量が増加 し た結果 と 考 え ら れ， 一 定 の
リ ラ ク セ ー シ ョ ン 効 果が考 え ら れ る 。 今後， 種 類 別
足浴 の リ ラ ク セ ー シ ョ ン 効果 に つ い て も 検討す る 必
要があ る 。
結 論
今回 ， 3 群 間 で 向温度領域の面積 （重量 ） の 経 時
的変化 を 検討 し た結 果， 33℃ 以上 の 同温度領域 の 面
積 （ 重量 ） に お い て ， 薬 用入浴剤群 の保温持続効 果
が認め ら れ， 特 に 硫酸 ナ ト リ ウ ム タ イ プ に そ の傾 向
が示唆 さ れ た 。 今後， 症例 数を 増 や し ， 芳香浴剤 ，
薬用 入浴剤 の種類別比較 を お こ な い ， 個 々 の材質 別
の特徴 を 検討す る 予定で あ る 。
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Summary 
In this study, skin temperature changes of 
leg placed in hot water with aromatic medi­
cine and medical bath articles were evaluated. 
In the aromatic bath (4 cases) ,  medical bath 
articles (4 cases ) ,  and hot water groups (8 
cases) ,  a 15-minutes leg bath was carried out 
using 20 e hot water at 43℃ in the sitting po­
s1tion. Thermography (6T66) was performed 
after 0, 5, 10, 20, and 60 minutes following a 
leg bathing, and the temperature range was 
compared among the 3 groups. The blood 
pressure, pulse rate, respiration rate, and 
body temperature were measured at the same 
time. After 60 minutes, warming region over 
the 33℃ was significantly high in the medical 
bath articles group, especially in the sodium 
sulfate. The blood pressure and pulse rate 
were observed to decrease in hot water with 
aromatic medicine and medical bath articles. 
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